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要 約

子 牛 臍 感 染 症24例 の 細 菌 検 査 を 実 施 し た.全 症 例 か ら 細 菌 が 分 離 さ れ た.Esckerickia coliが15例,Proteus

mirabilisが10例,Streptococcusが7例,Fusobacterium necropkorumsubsp. fundulifbrmeが6例,Arcanobacteri-

umpyogenesが5例,Bacteroidesお よ びF. necropkorum subsp. necropkorumが 各3例 か ら 分 離 さ れ,24例 中15例

が2～5菌 感 染 で あ っ た.ま た,Klebsiella, Enterococcus, Corynebacteriumお よ びPeptostreptococcusが 各1例 か ら

分 離 さ れ た.子 牛 臍 感 染 症 に は,嫌 気 性 菌 も 関 与 し て い る こ とが 明 らか と な っ た.

-キ ー ワー ド:細 菌 検 索
,子 牛,臍 感 染 症.
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子 牛 臍 感 染 症 は生 後 問 もな い子 牛 の臍 帯 を介 した細 菌

感染 症 で,臍 静 脈 炎,臍 動 脈 炎 お よ び尿 索 炎 を含 み,炎

症 が 隣接 組 織 に波 及 した り,菌 血 症 の 原 因 と もな る子 牛

の重 要 な細 菌 感 染 症 で あ る[3,15].こ れ ま で臍 感 染 症

例 か ら分 離 さ れ た 菌 と して は,Arcanobacterium pyo-

genes, Streptococcus, Stapkylococcus, Enterococcus,

Mannkeimia haemolytica, Esckerickia coli, Alcali-

genes,Proteusな どが 報告され て い る[1,4,8,12-14].

しか し,嫌 気 性 菌 を含 め た 検 索 例 は な い.今 回,剖 検 の

ため 宮 崎 大 学 農 学 部 家 畜 解 剖 学 講 座 に搬 入 され た子 牛 の

う ち,臍 感 染 が 疑 わ れ た 症 例 に つ い て細 菌 検 査 を実 施 し

た.

材 料 お よ び 方 法

臍 感 染 症 が 疑 わ れ た24症 例 を供 試 した.そ れ らは 臍

部 の 炎 症7例,臍 静 脈 炎8例,臍 動 脈 炎6例 お よび尿 索

炎3例 で あ っ た.培 地 は好 気 性 培 養 に3%馬 血 液加 トリ

プ トソ ー ヤ 寒 天 培 地a)お よ び マ ッ コ ンキ ー 寒 天 培 地a)

を,嫌 気 性 培 養 に は3%馬 血 液 加GAM寒 天培 地a),変

法FM培 地a)お よ びバ ク テ ロ イ デ ス培 地a)を 用 い た.滅

菌 綿 棒 で 無 菌 的 に採 取 した分 離 材 料 を各 分 離 培 地 に塗布

し,白 金 耳 で拡 げ た 後,好 気 性 培 養 は37℃1～3日 間,

嫌 気 性 培 養 は 炭 酸 ガ ス 置 換 ス チ ー ル ウ ー ル 法 に よ り,

37℃3日 間培 養 した.培 養 後,異 な る 集 落 別 にそ の 数

を+(1～9),廾(10～99),卅(100～199)お よ

び 冊(≧200)と 表 記 して,集 落 数 を表 した.分 離 菌

株 の 同 定 は 成 書[2,6]に よ っ た.ま た,-Fusobacteri-

um necropkorumの 亜種 は 鶏赤 血 球 凝 集 性 の有 無 に よ り

決 定 した[10].な お,分 離株 数 の 少 ない 菌 株 につ い て

は属 の 同 定 で と ど め,Streptococcusに つ い て は馬 血1液

を用 い た 溶血1型 を示 した.

成 績

24例 す べ て の 供 試 材 料 か ら菌 が 分 離 さ れ た.出 現 状

態 は単独 分 離 か ら5菌 混 在 ま で種 々 で あ っ た.出 現 菌 中

E.coliが 単独 感 染 か ら7例,混 合 感 染 か ら8例,合 わせ

て15例 か ら分 離 さ れ,最 も高 率 で あ っ た.次 い でPro-

teus mirabilisが10例,Streptococcusが7例,F.

necropkorum subsp. fundruliformeが6例,A. pyogenes

が5例,Bacteroidesお よ び 、F. necropkorum subsp.

necropkorumが 各3例 か ら分 離 され た.ま た,Klebsiel-

la, Enterococcus, Corynebacteriumお よ びPep-

tostreptococcusが 各1例 か ら分 離 され た.菌 の 出 現 状 態

は5菌 混 在 が2例,4菌 混 在 が4例,3菌 混 在 が4例 で,

2菌 混在 が5例,単 独 感染 は9例 で あ っ た.

今 回分 離 さ れ た菌 は牛 の 糞便 内 フロ ー ラ構 成 菌 で,嫌

気 性 菌 お よ びCorynebacterium以 外 の 菌 は す で に 報 告

され て い る菌 で あ った.今 回 の検 索 で 分 離 され た 嫌 気 性

a)日 水 製 薬(株),東 京.
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表1分 離 成 績

1)黒 和:黒 毛 和種,ホ ル:ホ ル ス タイ ン種,F1:黒 毛 和 種 とホ ル ス タ イ ン種 の 雑 種 第1代

2)Fn:.Fusobacterium necrophorum 3)+:(1-9),廾:(10-49), 卅:(50-199), 卅: (≧ 200)

菌 は,Fusobacterimn, Bacteroidesお よ びPeptostrep-

tococcusで,こ れ らの嫌 気 性 菌 は単 独 感 染 お よび2菌 感

染 か らは 分 離 され ず,3菌 感染 以 上 の 多 菌 感 染 例 か ら分

離 さ れ た.

考 察

子牛の臍帯は糞便などの環境から細菌が感染 しやすい

状態にあると推定されるが,臍 帯炎に関する細菌学的検

索の報告例は見当たらない.い っぽう,著 者らは臍が侵

入門戸 となった牛の破傷風の症例を経験している(未 発

表)が,牛 の臍感染症における嫌気性菌の分離報告例は

皆無である.嫌 気性菌は家畜の多 くの感染症に関与 して

いることが報告されており[5,7],臍 感染症への関与 も

推測 される.今 回牛臍感染症例を用いて,好 気性菌 とと

もに嫌気性菌をも対象とした細菌検索を実施 した結果,

嫌気性菌が分離された8例 を含めて,全 症例から細菌が

分離された.24例 中15例 が複数感染で,9例 が単独感

染 であった.単 独 感染 はE.coli感 染 が主であった.

Weinsteinら[15]は ラッ トを用いた腸内容の骨盤腔内

接種感染実験において,多 数の細菌が混在する中で,先

ずEcoliに よる腹膜炎が起こることを報告 している.

今回の自然発生例でも発病初期 においてはWeinstein

らの感染実験例に類似する現象が起こったのかも知れな

い.複 数感染例でも15例 中8例 か らE.coliが 分離され

たことから,本 菌は初期病巣の形成と進行に関わってい

ることが推測された.ま た,嫌 気性菌は3菌 以上の多菌

感染例から分離された.臍 への感染は通性嫌気性菌およ

び嫌気性菌が同時に起 きると推定されるが,感 染部位に

おいては先ず好気性菌 と通性嫌気性菌が増殖し,感 染局

所の酸化還元電位 を下げ,そ の結果嫌気性菌の増殖が可

能 となること[9]か ら,感 染初期の病巣からは嫌気性

菌が分離されず,時 間の経過 した症例から分離されたの

であろう.今 回の臍感染症か らの嫌気性菌の分離率は

33%で あった.

今回の材料の中に100日 齢を越す子牛の症例 も含 まれ

ているが,こ れらは他の疾患で剖検に付された際,陳 旧

未吸収病巣として臍感染が確認されたものである.

Hirshら[5]は 犬,猫,馬,牛,羊 および豚の臨床

例か らBacteroides,Fusobacterimn, Clostridiumな

ど多種の嫌気性菌の分離を報告 している.今 後,臍 感染
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症 について も,幅 広い菌検索が必要であると考えられ

た.

なお,臍 部の炎症,臍 静脈炎,臍 動脈炎および尿索炎

などの臍の感染部位による分離菌の違いは認められなか

った.複 数菌感染例における菌の組み合わせは種々で菌

の混在状態には一定の傾向は認められなかった.
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Bacteriological Examination of Umbilical Infections in Calves
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SUMMARY

Bacteriological examinations showed all of 24 samples of calf umbilical infection to be positive. Escherichi
coli was isolated from 15 cases; Proteus mirabilis from 10; Streptococuss spp. from 7; Fusobacterium necropho-
rum subsp. funduliforme from 6; Arcanobacterium pyogenes from 5; Bacteroides spp. and F. necrophrum subsp.
necrophorum from 3 each; and Klebsiella sp., Enterococcus sp., and Peptostreptococcus sp. from one each. Of 24
samples cultured, 15 contained from 2 to 5 kinds of bacteria. These results show that anaerobes too are asso-
ciated with umbilical infection in calves.-Key words: bacteriological examination, calf, umbilical infection.
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